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欧米の新型コロナ感染再拡大
2020年11月19日

図1：欧米の新型コロナウイルス新規感染者数
期間：2020年3月1⽇～2020年11月18⽇、⽇次

ポイント① 活動制限を再び強化

欧州での新型コロナウイルスの感染は、外出制限
などの活動制限措置により一旦収まったものの、図1
が⽰すように7月下旬から新規感染者数が再び増
加し、10月から急加速しました。フランスで10月30
⽇から2回⽬の全国的な外出制限が行なわれるなど、
欧州各国で活動制限措置が再び強化されています。
11月に入って新規感染者数は頭打ちになっています
が依然高水準であり、すぐに活動制限を緩和できる
状況ではないようです。

一方、米国では地域ごとに活動制限措置が取ら
れてきたものの、欧州諸国のような広範囲かつ強硬
なものではなく、新規感染者数は9月から急増し、現
在は感染第三波の只中にあるようです。

ポイント② 景気鈍化の懸念

ユーロ圏と米国の実質GDP（国内総生産）は4-
6月期の急減の反動で7-9月期には急反発しました
が、活動制限の強化により、10-12月期には大幅
な鈍化が懸念されます。米国の10月の小売売上高
は前月比+0.3％と6ヵ月連続で増加したものの、増
加率は前月や事前の市場予想を下回りました。

ポイント③ 市場はワクチン開発進展を好感

図2が⽰すように、欧州株は7月頃から上昇が止ま
り、米国株も9､10月と不安定な動きとなって、感染
拡大の影響が伺われました。ただ、11月に入ると、
米大統領選挙が終わって不透明感が薄れたことや、
開発中の新型コロナウイルスのワクチンが最終治験で
高い効果を⽰したとの報道を好感して大きく上昇しま
した。株式市場は⽬先の感染拡大や景気鈍化の影
響は受けにくいと⾒られますが、ワクチンの効果、認可
や接種本格化のタイミングを巡って揺れ動く可能性
はあるでしょう。
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（注）7⽇間移動平均値。欧州主要5ヵ国はドイツ、フランス、英国、イタリア、ス
ペインの合計。

（出所）Bloombergより野村アセットマネジメント作成

図2：欧米の株式指数
期間：2019年12月31⽇～2020年11月18⽇、⽇次

（出所）Bloombergより野村アセットマネジメント作成
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